
搬欝為咳

昭和46年8月

第204号

��

解説

南閑束の上山搬モテ1レに関する･.考來.

･木村政n召･･1

トビ､リクス

よい1京料･

炭を

求めて･

柵炎研究グルｰプｰユ2

顕微鏡下の岩石⑯～登米層スレｰト中の黄鉄鉱

地学環境の遠隔探知一

赤外線の地学への応用について⑤･

片岡正人

･村上正･･18

正井義郎

･長,谷紘和･･22

■講座

層位学(総論その6)1.

..芋萬冊理黎･･34

高温･高圧の陣なし⑧･

･金ト俗宥`･･44

海外事情

メコン河下流流域の鉱産資源⑥～鉛･亜鉛…沢田

秀穂…5遂

学会掲示板･･

･･11

編集地質調竃嫌

1榊加州;助0閉北伽J0プ∂伽

1表紙の写真1

発行操式会枇案叢公報推

長崎県壱岐息長者原崎海岸の中新世と考えられる淡水性の珪藻土層か

ら産する1コイ科の魚化面である.同地層からは魚のほかに植物･

こん虫等の化石も多い.化石の産地としては古くから知られ｢雲根

志｣後編にr虫魚草木の文理あり自然の刻画に似て魚紋のものいた

たい

って上品.余紅魚の形あるものを蔵す｣と記されている.200年

ほど昔には実にりっぱな化石が得られたようである.

これについて初めて学術的に記載したのはD.S.Jordan(工9工9)で

コイ科に類似しているが脊椎骨･鱗･形たとの特徴からニシン科の

新属として五卿麦洲柵妙｡肌北刎と命名した.最近科学博物館の友

囲淑郎(197⑪)1こよって課しく研究されC.C町pioL.と決定された.

また穆岐息地学総合研究会のメンバｰによって発見された象化凋と共に

さらに課しい綴究が綾げられている.

この化看標本は壱岐鳥の地質図姻調査の際得たもので現在地質

調査所標本劃こ陳列してある(全長24cm).
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